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現
在
、
日
本
の
地
域
社
会

で
は
少
子
超
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
人
材
不
足
な
ど

複
合
的
に
絡
み
合
う
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
そ
の

地
域
が
持
つ
強
み
や
特
性

を
活
か
し
た
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
医
療
経

営
士
に
は
医
療
機
関
の
外

に
目
を
向
け
、
産
官
学
と

連
携
し
て
新
し
い
地
域
づ

く
り
を
担
う
役
割
も
期
待

さ
れ
る
。
参
加
者
一
人
ひ

　

前
回
の
金
沢
大
会
で

は
、
演
題
発
表
枠
の
拡
大

や
演
題
発
表
者
同
士
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

大
会
前
日
に
実
施
さ
れ
た

病
院
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
、

新
た
な
試
み
が
奏
功
し
、

２
日
間
で
述
べ
４
０
０
人

が
参
加
す
る
活
気
あ
ふ
れ

る
大
会
と
な
っ
た
。
全
国

大
会
は
回
を
追
う
ご
と
に

そ
の
規
模
や
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
き
て
い
る
だ
け

に
、
名
古
屋
大
会
に
対
す

る
期
待
も
日
増
し
に
高
ま

っ
て
い
る
。

　

先
ご
ろ
名
古
屋
大
会
の

大
会
テ
ー
マ
が
「
医
療
経

営
士
が
生
み
出
す
地
域
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
―
―
新
た

な
医
療
経
営
が
描
く
日
本

の
未
来
像
」に
決
定
し
た
。

　

具
体
的
な
大
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
演
題
発
表
の
発
表

形
式
、
エ
ン
ト
リ
ー
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
現
在
企

画
・
検
討
中
だ
が
、
金
沢

大
会
で
好
評
だ
っ
た
病
院

見
学
ツ
ア
ー
は
今
大
会
で

も
実
施
予
定
で
、
見
学
先

施
設
の
選
定
が
進
ん
で
い

る
。
詳
細
は
決
定
次
第
、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

順
次
公
開
し
て
い
く
ほ

か
、
本
紙
や
会
員
向
け
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
で
も
情

報
提
供
し
て
い
く
。

　

５
回
目
を
迎
え
、
さ
ら

な
る
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
が

期
待
さ
れ
る
全
国
大
会
。

多
く
の
医
療
経
営
士
の
参

加
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

医
療
経
営
士
が
生
み
出
す
地
域
イ
ノ
ベー
シ
ョン

―
―
新
た
な
医
療
経
営
が
描
く
日
本
の
未
来
像

10
月
29
日（
土
）・30
日（
日
）の
両
日
に
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
５
階
ホ
ー
ル（
愛
知
県
名
古
屋
市
）で
開
催
さ
れ
る
第
５
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」名

古
屋
大
会
の
大
会
テ
ー
マ
が
決
定
し
た
。大
会
運
営
委
員
長
を
務
め
る
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
東
海
支
部
の
井
手
宏
支
部
長
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に
、今
大
会
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
地
域
を
見
つ
め
直
し

ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
か
考
え
る
大
会
へ

病
院
見
学
ツ
ア
ー
は
今
大
会
で
も
実
施
予
定

大
会
詳
細
に
つ
い
て
は
順
次
公
開

と
り
が
地
域
を
見
つ
め
直

し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
し

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
く
か
を
考
え
る
大
会
と

す
る
こ
と
を
目
指
す
。

―― 新たな医療経営が描く日本の未来像
大会テーマ
決定！

大会テーマ
決定！

医療経営士が生み出す地域イノベーション医療経営士が生み出す地域イノベーション

【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎０３-５２９６-１９３３　http://www.jmmpa.jp/seminar/zenkokutaikai/

2016年

10月29日（土）
10月30日（日）
2016年

10月29日（土）
10月30日（日）

●会　場
ウインクあいち
（愛知県産業労働センター）
名古屋市中村区名駅4丁目4-38
※ＪＲ名古屋駅徒歩5分

●大会運営委員長　
井手   宏
日本医療経営実践協会東海支部支部長
一般社団法人愛知県医療法人協会会長
医療法人財団愛泉会愛知国際病院理事長

全国医療経営士実践研究大会 第5回 名古屋大会

医療経営士による日ごろの実践の成果を発表する場です。
多くの医療経営士のチャレンジをお待ちしています。

求む！  医療経営士による演題発表

参加エントリーならびに演題発表登録を開始いたしましたら、
あらためてご案内いたします。

●発　行／一般社団法人
	 日本医療経営実践協会
	 （JMMPA）
〒101-0033　	東京都千代田区神田岩本町

4-14
	 　神田平成ビル7F
●編　集／日本医療企画
●毎月1回発行（通巻62号）
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お問い合わせ先　　一般社団法人 日本医療経営実践協会 事務局　TEL.03-5296-1933　FAX.03-5296-1934　http://www.JMMPA.jp/

大盛況となった金沢大会。今年もより一層の盛り上がりが期待される

大
会
テ
ー
マ
決
定
！

大会運営委員長からのメッセージ
井手 宏氏
日本医療経営実践協会東海支部支部長
一般社団法人愛知県医療法人協会会長
医療法人財団愛泉会愛知国際病院理事長

地域イノベーションをけん引する
リーダーの出現に期待

　2016年10月29日（土）・30日（日）の2日間にわたり、名
古屋市にあります“ウインクあいち”において第５回「全国
医療経営士実践研究大会」を開催いたします。
　2016年度の診療報酬改定では、大病院の選定療養、看
護必要度、アウトカム評価、地域包括ケア病棟、在宅専門
診療所、機能強化型訪問看護ステーションなど、2025年
に向けたロードマップに沿って、その改革が着実に進めら
れている状況にあります。
　こうした病院経営を取り巻く環境の変化に即応したマネ
ジメントのプロの証とも言える医療経営士の資格を取得し
た精鋭が、年に１度全国各地から集い、お互いに磨き合う場
が、今年は日本のど真ん中、名古屋の地で開催されます。
　大会のテーマは「医療経営士が生み出す地域イノベー
ション――新たな医療経営が描く日本の未来像」です。日
本全国、画一的な医療を国が提供する時代は終わり、これ
からは地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域の実情
に適したユニークな医療ビジョンづくりが地域で行われる
ことでしょう。医療経営士が、その地域でのイノベーション
をけん引するリーダーたらんとする意思をこの大会の発
表から相互に確認しあいたいと思っています。
　皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

撮影：今寺 学

第
５
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」名
古
屋
大
会
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東
久
邇
宮
国
際
文
化
褒

賞
は
、
優
れ
た
発
明
や
専

門
的
な
事
業
を
通
じ
て
、

広
く
社
会
に
貢
献
し
た
人

を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
高

松
宮
賞
、
秩
父
宮
賞
と
と

も
に
三
大
宮
様
賞
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
林
理
事

は
産
経
新
聞
社
で
通
産

省
、
旧
厚
生
省
な
ど
中
央

省
庁
担
当
の
記
者
を
経

て
、
能
登
企
画
を
創
業（
そ

の
後
、
日
本
医
療
企
画
に

社
名
変
更
）。
以
来
、
35

年
以
上
に
わ
た
り
日
本
初

の
医
療
経
営
の
専
門
誌
を

発
行
す
る
な
ど
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
分
野
を
中
心
と
す
る

専
門
出
版
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
近
年
は
医
療
経
営

士
、
介
護
福
祉
経
営
士
な

ど
経
営
人
材
育
成
事
業
に

も
注
力
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
医
療
・
介
護
分
野
で

の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。

冒
頭
、
林
理
事
は「
私
が

受
賞
を
決
断
し
た
の
は
、

本
褒
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
者

だ
か
ら
で
は
な
く
、
第
二

次
世
界
大
戦
終
戦
の
処
理

を
見
事
に
成
し
遂
げ
ら
れ

た
東
久
邇
宮
稔
彦
殿
下
へ

の
尊
敬
の
念
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
長
年
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
堺
屋
太
一
さ

ん
は『
現
在
は
第
三
の
敗
戦

で
あ
る
』と
強
調
さ
れ
て
い

ま
す
。
第
一
の
敗
戦
は
幕

末
の
馬
関
戦
争
、
第
二
の

敗
戦
は
第
二
次
世
界
大
戦
。

そ
し
て
現
在
を
、
戦
わ
ず

し
て
負
け
た
第
三
の
敗
戦

と
称
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
国
や
地
方
の
状
況

な
ど
に
鑑
み
る
と
、
言
い

得
て
妙
だ
と
感
じ
ま
す
。

特
に
医
療
・
介
護
・
社
会

保
障
な
ど
は
わ
が
国
の
最

大
の
課
題
で
す
が
、
そ
の

根
底
に
は
国
、
国
民
が
病

ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
厚
生
労
働
省
の
二
川

一
男
事
務
次
官
が「
35
年

間
、
医
療
経
営
の
重
要
性

を
訴
え
続
け
て
こ
ら
れ
た

功
績
が
受
賞
に
つ
な
が
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
日
本
医

療
企
画
に
は
、
本
省
の
広

報
誌『
厚
生
労
働
』
の
企

画
・
編
集
を
お
願
い
し
て

お
り
、
非
常
に
好
評
を
博

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
」と
祝

福
し
た
。 

ま
た
、
日
本
医
師
会
の

横
倉
義
武
会
長（
石
川
広

己
常
任
理
事
が
代
読
）は
、

「
医
療
、
経
営
、
そ
し
て

人
材
育
成
と
多
岐
に
わ
た

る
分
野
で“
挑
戦
と
創
造
”

を
掲
げ
た
そ
の
取
り
組
み

は
、
私
た
ち
も
見
習
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」、
日

本
病
院
会
の
堺
常
雄
会
長

は「
林
社
長
は『
こ
れ
か
ら

は
地
域
が
中
心
と
な
る
社

会
』だ
と
常
に
訴
え
て
お

り
、
私
た
ち
の
1
歩
先
を

行
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

追
い
つ
き
、
時
代
を
つ
く

る
一
端
を
担
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
、
医
療
・
介
護

の
再
構
築
と
新
し
い
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
勢

を
称
え
た
。

「
感
謝
の
つ
ど
い
」に
は
政

財
界
ほ
か
各
界
か
ら
林
理

事
と
縁
の
深
い
１
５
０
人

が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、

熊
坂
隆
光
・
株
式
会
社
産

業
経
済
新
聞
社
代
表
取
締

役
社
長
、
山
東
昭
子
・
自

由
民
主
党
参
議
院
議
員
、

名
原
剛
・
元
日
本
生
命
保

険
相
互
会
社
代
表
取
締
役

副
社
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ

た
。

今
こ
そ
東
久
邇
宮
殿
下
が

終
戦
時
に
果
た
し
た
役
割

と
同
様
に
、
敗
戦
と
き
ち

ん
と
向
き
合
っ
て
適
切
な

処
理
を
行
い
、
新
し
い
時

代
を
生
み
出
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
し
た
。

日本医療経営実践協会の林諄理事
東久邇宮国際文化褒賞を受賞

ヘルスケア分野の専門出版と経営人材育成の実績が評価される
当
協
会
の
林
諄
理
事（
株
式
会
社
日
本
医
療
企
画
代
表
取
締
役
社
長
）が
２
０
１
５
年
12
月
２
日
、東
久
邇
宮
国
際
文
化
褒

賞
を
受
賞
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
今
年
２
月
２
日
に
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー（
東
京
都
千
代
田
区
）で「
感
謝
の
つ
ど
い
」が
開

催
さ
れ
、政
財
界
、マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、医
療・介
護
関
係
者
ら
縁
の
深
い
１
５
０
人
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
。

今
こ
そ
敗
戦
と
向
き
合
っ
て
適
切
な
処
理
を
行
い

新
し
い
時
代
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る

来
賓
に
厚
生
労
働
省
の
二
川
一
男
事
務
次
官
ら

創
業
か
ら
35
年
間
の
功
績
を
称
え
る

当協会の小林利彦代表理事代行（東京大学薬友会会長）の発声で乾杯

謝辞を述べる林諄理事

お問い合わせ　一般社団法人日本医療経営実践協会　☎03-5296-1933　http://www.jmmpa.jp/

研究会の春到来
同じ志を持つ医療経営士が集う
研究会に行こう！
地域支部研究会開催MAP（3月～6月）

北海道支部

関 東 支 部

【東京】 4月17日（日）
3級合格者のつどい
～医療倫理とマネジメント
箕岡真子氏
（東京大学大学院医学系研究科医療倫
理学分野客員研究員、箕岡医院院長）

【群馬】 5月14日（土）
第2回群馬研究会
木村憲洋氏
（高崎健康福祉大学健康福祉学部医
療情報学科准教授）

【神奈川】 6月10日（金）
第6回神奈川研究会
北島明佳氏
（医療法人社団元気会横浜病院
理事長）

【札幌】 4月23日（土）
定例勉強会（１）
「第４回全国医療経営士実践研究大会
（金沢大会）発表者講演」
髙玉敬洋氏
（ＪＡ北海道厚生連帯広厚生病院事務次長）ほか

北 陸 支 部

東 海 支 部

【石川】 5月28日（土）
“機能分化”から“統合”へ～２年後の同時改定を見据えて～
・基調講演「求められる医療・介護の将来像」
 ～地域包括ケアシステムを構築していくために～
松山幸弘氏（キヤノングローバル戦略研究所研究主幹）
・シンポジウム「医療・介護の“統合”とは?」～北陸モデルの構築へ～
神野正博氏（社会医療法人財団董仙会理事長）ほか
※主催：日本医療企画

関 西 支 部
【大阪】 4月16日（土）～
イノベーションを起こせる
人材になるための
石井ゼミ第2弾（全4回）
石井富美氏
（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

2回目以降→ 5月21日（土）／
6月25日（土）／7月23日(土)

【名古屋】 4月24日（日）
「2016年診療報酬改定を読み解く」
長英一郎氏
（東日本税理士法人副所長、医療経営士1級合格者）

【名古屋】 5月7日（日）～
イノベーションを起こせる人材になるた
めの石井ゼミ第2弾（全4回）
石井富美氏
（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

2回目以降→ 6月18日（土）／
7月9日（土）／8月 6 日（土）

中 国 支 部
【広島】

準備中

九 州 支 部

／

【福岡】 3月26日（土）～
医療広報塾（全5回）
水内純清氏
（元・読売新聞社会部、整理部記者、元・社会医療法人天神会・古賀病院グループ広報部長）

2回目以降→ 4月23日（土）／5月28日（土）／
6月25日（土）／7月23日（土）
【福岡】 3月31日（木）
療養型病院の生き残り戦略と戦術
藤井将志氏
（特定医療法人谷田会谷田病院事務長）

【西九州】 4月23日（土）
交渉力を磨こう
チーム医療を成功に導く秘訣（仮）
河本卓也氏
（独立行政法人国立病院機構長崎医療
センター経営戦略室、医療経営士２級）

【南九州】 4月23日（土）
交渉力を磨こう
チーム医療を成功に導く秘訣（仮）
中村真之氏
（医療法人玉昌会加治木温泉病院薬局長、
医療経営士２級）

【宮城】

準備中

※内容等は都合により変更となる場合があります。
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わ
が
国
の
医
療
Ｉ
Ｔ
が

全
国
の
病
院
で
本
格
的
に

整
備
さ
れ
始
め
た
の
は
、

２
０
０
１
年
に
厚
生
労
働

省
の
保
健
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
検
討
会
が「
保
健
医

療
分
野
の
情
報
化
に
む
け

て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」を
取
り
ま
と
め
て
か

ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
た

こ
と
の
１
つ
は「
質
の
高
い

効
率
的
な
医
療
提
供
体

制
」で
す
が
、
こ
れ
は
今

日
的
に
は「
地
域
包
括
ケ

ア
」に
他
な
り
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
医
療
Ｉ
Ｔ

基
盤
が
十
分
で
な
か
っ
た

今
世
紀
初
め
は
、
ま
ず
は

病
院
内
で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す

る
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

と
り
わ
け
、
医
療
事
故
が

社
会
問
題
に
な
る
中
で
患

者
安
全
を
進
め
る
の
が
喫

緊
の
課
題
で
し
た
。
ま
た
、

２
０
０
３
年
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
／

Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
が
始
ま
り
、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
の
数
と
、

電
子
カ
ル
テ
導
入
病
院
の

数
は
ほ
ぼ
同
じ
ペ
ー
ス
で

増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
ツ
ー
ル
と
し
て
医
療

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
普
及

し
、
そ
こ
に
一
定
の
貢
献

を
し
て
き
た
こ
と
は
確
か

だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
15
年
間
で

医
療
費
は
９
兆
円
も
増
加

し
、
持
続
可
能
な
社
会
の

形
を
探
る
１
つ
の
手
段
と

し
て
医
療
Ｉ
Ｔ
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
を

実
現
す
る
た
め
に
、
医
療
・

福
祉
の
様
々
な
セ
ク
タ
ー

が
連
携
し
合
う
基
盤
と
し

て
、
地
域
医
療
連
携
情
報

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
す

る
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
も
う
１
つ
は
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な

ど
を
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積

し
、
社
会
に
還
元
し
て
い

こ
う
と
い
う
動
き
で
す
。

現
在
、
病
床
機
能
の
分
化

が
加
速
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
議
論
に
も
レ
セ

プ
ト
情
報
を
活
用
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
踏

ま
え
、
テ
キ
ス
ト
を
全
面

改
訂
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
医
療
経
営
士
２

級
を
こ
れ
か
ら
目
指
す

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療

経
営
に
携
わ
る
多
く
の
方

に
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
っ

た
医
療
Ｉ
Ｔ
の
最
新
の
潮

流
を
お
届
け
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

医
療
経
営
士
が
活
躍
す

る
た
め
の
理
念
と
し
て
、

「
理
論
と
実
践
」と
い
う
言

葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、《
医
療

経
営
士
は
、
医
療
経
営
に

関
連
す
る
問
題
を
探
し
出

し
、
そ
の
問
題
に
関
連
す

る「
原
理
」と「
原
則
」を
適

応
し
て
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
実
行
力
を
備
え
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
本
テ
キ

ス
ト
を
使
っ
て《“
病
院
風

土
”
を
い
か
に
変
え
る

か
》、
そ
の
た
め
の「
理
論
」

と
病
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
に
お
け
る「
実
践
」力
を

学
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
最
終
的
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
の

経
営
学
者
で
近
代
組
織
論

の
中
心
人
物
の
１
人
で
あ

る
バ
ー
ナ
ー
ド
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
目
的
を
持
っ

た
人
の
集
団
に
存
在
す
る

「
公
式
組
織
」と「
非
公
式
組

織
」の
運
用
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
健
全
な
病
院
経

営
が
行
わ
れ
て
い
る「
公

式
組
織
」で
は
、「
非
公
式

組
織
」が
表
裏
一
体
と
な
っ

て
補
完
し
合
っ
て
い
ま
す
。

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代

表
・
ジ
ー
コ
ジ
ャ
パ
ン
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
中

田
英
寿
選
手
が
、
あ
る
食

品
メ
ー
カ
ー
の
執
行
役
員

に
就
任
し
、
新
聞
取
材
を

受
け
た
際
に「
サ
ッ
カ
ー
選

手
が
食
品
メ
ー
カ
ー
で
経

営
再
建
の
た
め
に
何
を
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
」と
の
問
い
に
、「
社

員
に
対
し
て『
組
織
よ
り

チ
ー
ム
に
な
ろ
う
！
』
と

働
き
か
け
て
い
ま
す
」と

答
え
て
い
ま
し
た
。
中
田

選
手
の
言
葉
は
、
組
織
を

作
っ
て
仕
事
を
す
る
意
義

は「
役
割
分
担
と
水
平
的

連
携
」で
あ
り
、
ま
さ
に

「
チ
ー
ム
医
療
」の
重
要
性

を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

本
テ
キ
ス
ト
は
７
章
立

て
で
、
第
１
章
か
ら
第
６

章
が
理
論
編
、
第
７
章
が

実
践
編
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
７
章
で
は
経
営
主
体
の

異
な
る
病
院
の
方
々
に
お

願
い
し
て
、
医
療
現
場
の

ケ
ー
ス
事
例（
16
病
院
18

事
例
）を
ご
提
供
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

さ
ら
に
皆
さ
ま
の
学
習
成

果
が
上
が
り
、
強
い
組
織

と
人
材
を
つ
く
る“
病
院

風
土
”の
変
革
と
チ
ー
ム

医
療
の
推
進
に
向
け
た
現

場
力
が
増
す
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

編著者に聞く、テキスト改訂のポイント

医療経営士 中級テキスト２冊、改訂新版 発刊！
●専門講座８『チーム医療と現場力』　　　　　　　 ●一般講座４『医療ITシステム』 　

　新たな執筆陣により内容を一新！　最新情報、豊富な事例を加え全面改訂!!

瀬
せ と

戸 僚
りょう

馬
ま

東京医療保健大学医療保健学部医療情報学科　講師
第13回日本医療情報学会看護学術大会・大会長（2012
年）、第16回日本クリニカルパス学会学術集会・副プログラム
委員長（2015年）などを歴任。

医
療
Ｉ
Ｔ
は
、病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
、

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
須
ツ
ー
ル
へ
進
化
！白

し ら が

髪 昌
まさ

世
とし

広島国際大学医療経営学部医療経営学科　教授
日本医療・病院管理学会理事、日本医療経営学会理事・
編集委員会委員長・医療ビジネス研究部会長、日本診療情
報学会評議員ほか。

「
チ
ー
ム
医
療
」の
実
現・推
進
に
向
け
た
、

組
織
と
人
材
を
育
む
現
場
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約

専門講座８

『チーム医療と現場力』
── 強い組織と人材をつくる病院風土改革

日本医療経営実践協会　推薦図書

お問い合わせ先／（株）日本医療企画　〒101-0033　東京都千代田区神田岩本町4-14　神田平成ビル　TEL. 03-3256-2862　FAX. 03-3256-2865　http://www.jmp.co.jp/
北海道支社 TEL：011-223-5125　北信越支社 TEL：076-231-7791　中部支社 TEL：052-209-5451　関西支社 TEL：06-7660-1761　九州支社 TEL：092-418-2828

白髪昌世・編著
Ｂ５判・並製・224ページ　定価3,024円（税込）
●ISBN978-4-86439-444-4

第１章　組織とコミュニケーション

第２章　職場の改善活動チーム

第３章　病院風土と組織文化

第４章　医療における組織マネジメント

第５章　チーム医療と現場力

第６章　チーム医療の推進

第７章　医療現場のケース事例

一般講座４

『医療ITシステム』
── 診療情報の戦略的活用と地域包括ケアの推進

瀬戸僚馬・編著
Ｂ５判・並製・160ページ　定価3,024円（税込）
●ISBN978-4-86439-443-7

第１章　病院情報システムの概要

第２章　病院経営改善のためのIT活用

第３章　経営資源としてのITマネジメント

第４章　医療ITと保健・福祉の連携

第５章　ITが変えるこれからの病院経営

会員価格2,419円（税込）
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以
下
」が
最
多
、「
40
歳
以

上
49
歳
以
下
」
が
続
く
。

29
歳
以
下
の
受
験
者
数
・

合
格
者
数
割
合
も
20
％
以

上
と
高
め
で
、
受
験
者
・

合
格
者
と
も
に
約
９
割
が

49
歳
以
下
で
占
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

合
格
率
で
は
、「
50
歳

以
上
59
歳
以
下
」が
53
・

２
％
と
高
か
っ
た
。

〔
男
女
別
構
成
〕

受
験
者
数
は
男
性

９
７
４
人
、
女
性
１
８
２

人
。
合
格
者
数
は
男
性

４
３
４
人
、
女
性
91
人
で

〔
結
果
概
要
〕（
表
１
）

受
験
申
込
者
数
１
３
３
９

人
の
う
ち
１
１
５
６
人
が

受
験（
受
験
率
86
・
３
％
）

し
、
５
２
５
人
が
合
格
し

た（
合
格
率
45
・
４
％
）。

そ
の
結
果
、
第
１
～
17

回
ま
で
の
累
計
受
験
申
込

者
数
は
１
万
５
２
３
４

人
、
累
計
受
験
者
数
は

１
万
３
５
５
０
人
、
累
計

合
格
者
数
は
６
０
０
５
人

と
な
っ
た
。

〔
年
代
別
構
成
〕（
表
２
）

受
験
者
数
・
合
格
者
数

と
も
に「
30
歳
以
上
39
歳

あ
っ
た
。

合
格
率
は
男
性
44
・

６
％
、
女
性
50
・
０
％
で
、

女
性
の
合
格
率
が
全
体
の

合
格
率
45
・
４
％
を
４
・
６

ポ
イ
ン
ト
上
回
る
結
果
と

な
っ
た
。

〔
勤
務
先
別
構
成
〕（
表
３
）

受
験
者
数
で
は
、
近
年
、

増
加
傾
向
に
あ
る「
金
融
機

関
」が
前
回
試
験
に
続
き
最

多
で
、
４
３
４
人
と
全
体

の
４
割
近
く
を
占
め
た
。

一
方
、
合
格
率
で
は「
医

療
関
連
企
業
」が
62
・
６
％

と
際
立
っ
て
高
く
、
全
体

の
合
格
率
45
・
４
％
と
比

較
し
て
17
・
２
ポ
イ
ン
ト

も
高
か
っ
た
。
続
く「
病
医

院
」の
合
格
率
は
49
・
６
％
。

受
験
者
数
が
最
多
だ
っ

た「
金
融
機
関
」の
合
格
率

は
33
・
６
％
で
、全
体
の
合

格
率
を
11
・
８
ポ
イ
ン
ト

下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

〔
都
道
府
県
別
構
成
〕（
表
４
）

前
回
同
様
、
受
験
者
数
・

合
格
者
数
と
も
に
東
京
都

が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
受

験
者
数
で
は
、
沖
縄
県
、

福
岡
県
、
大
阪
府
、
鹿
児

島
県
が
続
く
。
沖
縄
県
や

鹿
児
島
県
は
、
金
融
機
関

か
ら
の
受
験
が
多
か
っ
た

こ
と
が
受
験
者
数
・
合
格

者
数
に
影
響
を
与
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
神
奈
川
県
と
北

海
道
は
受
験
者
数
で
は
ラ

ン
ク
外
だ
っ
た
も
の
の
、

合
格
者
数
で
は
４
位
、
５

位
に
食
い
込
ん
だ
。

第17回「医療経営士3級」資格認定試験　結果速報

3級受験申込者、累計15,000人を突破！
今試験の合格者は525人

　
一般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
、２
月
21
日

（
日
）、第
17
回「
医
療
経
営
士
3
級
」資
格
認
定
試
験
を
全

国
14
会
場
で
実
施
し
、１
１
５
６
人
が
受
験
、５
２
５
人
が

合
格
し
た
。

　
今
試
験
の
結
果
詳
細
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

表1  第17回3級試験および過去試験累計　結果概要

第17回試験 第1～17回試験累計

申込者数 1,339人 15,234人

受験者数 1,156人 13,550人

合格者数    525人   6,005人

合 格 率   45.4％     44.3％

※カッコ内の数値は全体に占める割合。
　小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある。
※勤務先別の「その他」には、弁護士、税理士等の士業、建設会社等の一般企業が該当する。

表2  第17回3級試験　年代別構成

受験者数 合格者数 合格率

29歳以下 270人（23.4％） 110人（21.0％） 40.7％

30歳以上39歳以下 449人（38.8％） 206人（39.2％） 45.9％

40歳以上49歳以下 325人（28.1％） 150人（28.6％） 46.2％

50歳以上59歳以下 109人（ 9.4％） 　58人（11.0％） 53.2%

60歳以上 　3人（ 0.3％） 　1人（ 0.2％） 33.3％

表4  第17回3級試験　都道府県別構成

受験者数 合格者数

1位 　東京都　159人（13.8％） 東京都　87人（16.6％）

2位 　沖縄県　134人（11.6％） 沖縄県　51人（ 9.7％）

3位 　福岡県　109人（ 9.4％） 福岡県　45人（ 8.6％）

4位 　大阪府　 73人（ 6.3％） 神奈川県/大阪府　29人（5.5％）

5位 鹿児島県　 53人（ 4.6％） 北海道　 22人（ 4.2％）

表3　第17回3級試験　勤務先別構成

受験者数 合格者数 合格率

病医院 252人（21.8％） 125人（23.8％） 49.6％

医療関連企業 310人（26.8％） 194人（37.0％） 62.6％

金融機関 434人（37.5％） 146人（27.8％） 33.6％

大学・短大生 　12人（ 1.0％）  　2人（ 0.4％） 16.７％

その他 148人（12.8％）   58人（11.0％） 39.2％
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医 療
経営士 資格認定試験
試験日

■受験エントリー期間
　4月4日（月）～
　5月6日（金）

■受験料支払締切日
　5月10日（火）

医療経営士 資格認定試験 日程
受験料

※手数料別途

受験資格

第18回「医療経営士3級」 第11回「医療経営士2級」

試験会場
（予定）

出題科目

15,400円（税込） 3級取得者

13,400円（税込） 分野受験（分野合格者）
8,640円（税込）

年齢、学歴、国籍等の制約はありません

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・福岡・鹿児島・沖縄

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・福岡・沖縄

3級資格認定試験合格者かつ、
本会正会員

団体受験　◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
　　　　　◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。　　※審査があります

お問い合わせ・お申し込み　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933　http://www.JMMPA.jp/

2016年

19（日）

3級2級 受験エントリー

まもなく開始！
受験エントリー

まもなく開始！4月4日（月）から！

同僚や知り合いの方にご紹介ください！！

試験対策講座　各地で準備中！
短期集中で出題範囲のポイント整理を。
予想問題付き！

1.医療経営史　2.日本の医療政策と地域医療シス
テム　3.日本の医療関連法規　4.病院の仕組み／
各種団体、学会の成り立ち　5.診療科目の歴史と医
療技術の進歩　6.日本の医療関連サービス　7.患
者と医療サービス　8.医療倫理と生命倫理　9.医療
に関する最近の動向

［第1分野］
1.医療経営概論　2.経営理念・ビジョン／経営戦略　
3.医療マーケティングと地域医療　4.医療ITシステム
5.組織管理／組織改革　6.人的資源管理　7.事務
管理／物品管理　8.財務会計　9.資金調達　10.医
療法務　11.医療に関する最近の動向
［第2分野］
1.診療報酬制度　2.広報・広告／ブランディング　3.
部門別管理　4.医療・介護の連携　5.経営手法の進
化と多様化　6.創造するリーダーシップとチーム医療　
7.業務改革　8.チーム医療と現場力　9.医療サービス
の多様化と実践　10.医療に関する最近の動向

試験対策講座のお問い合わせ先
㈱日本医療企画　教育・出版事業本部　☎03-3256-2863


